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     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 

２０１３年度土浦平和の会総会 
と き  ２０１３年５月１２日（日）13：00～15：00  

 ところ  四中地区公民館 2F 会議室     誘い合わせてご出席ください 
 
 

 

憲法 96 条の改定（憲法改正をやりやすくする）が、急浮上！！ 
安倍・自民党は参院選で争点にするとしています。その真の目的は 9 条改定です。改憲のハードルを下げて政権

党の都合で変えられ、憲法が法律と同等になり、立憲主義が覆され、国のあり方が変えられます。 
４．２８には政府式典がもたれ主権回復を祝いましたが、その日は沖縄等が植民地化された屈辱の日であり、日

本全土が安保体制にくみいれられた従属の日です。それを強行した意図には、国防軍創設の憲法改悪と一体のも

のがあります。 
 

「5・3憲法フェステバル」（水戸千波公園）に行ってきました。 土浦から約 20 人。 

沖縄国際大学教授、前泊博盛氏が記念講演で危険なものを地方に押し付けている点では原発も基地も共通してい

ると告発し、憲法の在り方を考えようと訴えました。会場の 9 条の会の交流広場では「しばらく休眠していたが

情勢にこたえて再開する」との報告が多く聞かれました。 
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２０１３年度土浦平和の会総会 ― 誘い合わせてご出席ください 
― 水戸街道を散歩し、たたかいの歴史に触れてみよう（斉藤房雄先生のお話） 

と き  ２０１３年５月１２日（日）13：00～15：00  

 ところ  コープつちうらコミュニティルーム 2F 会議室     
 

参加者募集：―どなたでも参加できます。役員にご連絡ください。 
 平和の会の 霞が浦の歴史散歩 

5 月 19 日（日）am9:00~ 土浦市民会館発 （車に分乗して巡ります。弁当持参、参加費無料） 
  計画変更の場合は総会後連絡します 

水戸街道を散歩し、たたかいの歴史に触れてみよう（斉藤房雄先生の案内） 
江戸時代の水戸道中は別に水戸路または水戸街道と呼ばれた。当時は脇往還の一つで千住を起点としての水

戸まで約 30 里と短い距離ではあったが、幕府と水戸徳川家，常陸および奥州諸大名等と結ぶうえで極めて

重要な街道であった。下記のコースを車に分乗して巡ります。 

中貫宿→ 助六一揆→ 稲吉宿→ 歩崎観音（ここで、昼食） 
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7 月 6 日、原水爆禁止平和行進（石岡―亀城公園―荒川沖） 
 
 
 

 

活動ごよみ 

4/16 平和の会理事会 
5/3   憲法フェステバル（水戸） 
5/12  平和の会 1013 年総会 
5/19  平和の会歴史散歩（予定 変更は総会後） 

5/26  憲法 9 条土浦の会講演会 
6/2   6・2NO NUKES DAY 
7/6  原水爆禁止平和行進 

憲法 9 条土浦の会講演会「アフガンからの報告」：ペシャワール会現地代表、中村哲（医師） 

5 月 26 日（日）14：00～ 土浦市民会館大ホール 入場料：1000 円 （前売り発売中） 
 

  私の戦争体験 その１（日米開戦と戦時中のこと） 

井上仁志   
私が小学校に入学したのは昭和１６年（１９４１年）です。父親の勤めの関係で福山から１時間以

上かかる田舎の学校でした。確かこの年、国民学校と呼び名が変わったと思います。１２月８日の真

珠湾攻撃で太平洋戦争が始まりましたが、この日、田舎の街の上を戦闘機が大きな爆音を立てて飛ん

だのを覚えています。開戦を知らせて戦意高揚を図るためだったのでしょう。勤めから帰ってきた父

は「大変なことになった」と母と話していました。日中戦争で戦争景気に酔いしれていた時代だった

と思いますが、国民の中には米国との開戦に対しては批判的な意見もあったと思います。 
 ４年になったとき、父は召集令状（赤紙）を受けて朝鮮に渡ったため父の生家に疎開することにな

りました。知り合いの運送屋に頼んで引越し荷物と一緒にトラックの荷台に乗って広島市から１時間

以上山奥の田舎（加計町）に帰りました。この頃はガソリンがなかったので、バスもトラックも車は

みな木炭車でした。背中に大きなストーブのような釜を付けて途中で何度も木炭を補給しながら走る

わけです。田舎の町では山から松の木の根っこを掘り出して松脂を精製して飛行機の燃料を作ってい

ました。その作業に学生たちが動員されていました。 
 学校では軍人の教官がいて木刀を使って教練をさせられました。子供用の軽い木刀を手に入れた子

供もいましたが、私は運悪く大人用のしか無かったので、重いので長く姿勢を保てなくて教官から小

突かれました。学校の正門のところに御真影奉安殿という建物があり、ここに教育勅語が収められて

いました。校門を入るとき奉安殿に最敬礼しなければこっぴどく叱られました。儀式の時、学校長が

恭しくこれを取り出してきて厳かに読み上げるのですが。５年生になるとこれを暗記させられるので

す。暗記できないと居残りで覚えなければなりません。 
 ６年の時、終戦になりますが、この年、広島に原爆が落とされました。原爆と戦後の混乱期につい

ては長くなるので次回にします。                
 

この「シリーズ私の体験」欄に、読者の方の体験談をぜひ投稿してください。 

シリーズ私の体験 （３） 
 


